
　報告のあった２校における探究活動と高大連携の取組を参考に、参加者は自校での探究活動を

振り返り、高大連携を通した探究活動の深め方や、連携を進める際の体制の在り方について協議・

共有した。

＜報告者への主な質問＞
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１　趣旨説明

２　報告

（１）報告①　京都府立福知山高等学校（松嶋氏）

テーマ：「探究を研究へ　～『みらい学』における高大連携の実践と課題～」

・文理科学科の総合的な探究の時間「みらい学」と指導体制

・高大連携の成果と課題

・高大連携を効果的なものにするためのポイント

（２）報告②　京都府立北桑田高等学校（日下部氏）

テーマ：「高大連携　新しい形への取組」

・探究的な学びにおけるモヤモヤの要因

・高度な探究活動のための高大連携事例

・高度な探究活動のための新しい高大連携の形（系属高校としての取組）

３　報告に対する質疑応答

４　休憩

５　グループディスカッション

　　理想的な高大連携の形とその阻害要因（モヤモヤ）についてグループディスカッション

６　意見の全体共有

　　各グループで出された意見を発表し、全体で共有した。

　本分科会では、２校による実践報告を通じて高大連携の可能性を考える。

福知山高校は、文理科学科の探究活動「みらい学」において、大学等での研究を見据えた活動の中

で、研究を“学問的に深める”ために効果的な高大連携の形を模索している。その成果と課題を報

告する。

　北桑田高校は『森の京都』を教材化した探究学習に再構築する過程における高大連携の取組を通

して、来年度系属高校としてスタートする北桑田高校が考える高大連携のあり方について報告する。

概　略

全体討論の内容

第
１
分
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会

質問①：

　高大連携を進めるにあたり、大学側とどのように接点を持っているのか。また、教員個人の人脈を

活用しているという話があったが、その人脈はどのように築いてきたのか。

質問②：

　大学教員は、具体的にどのような形で高校の「総合的な探究の時間」に関わっているのか。

質問③：

　大学教員等による講演について、少人数に分け、複数回実施することで理解が深まったという報告が

あったが、それに対して講師側からはどのような反応があったのか。具体的な声や様子を教えてほしい。



　報告のあった２校における探究活動と高大連携の取組を参考に、参加者は自校での探究活動を

振り返り、高大連携を通した探究活動の深め方や、連携を進める際の体制の在り方について協議・

共有した。

＜報告者への主な質問＞
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到達点と今後の課題

質問①：

　高大連携を進めるにあたり、大学側とどのように接点を持っているのか。また、教員個人の人脈を

活用しているという話があったが、その人脈はどのように築いてきたのか。

質問②：

　大学教員は、具体的にどのような形で高校の「総合的な探究の時間」に関わっているのか。

質問③：

　大学教員等による講演について、少人数に分け、複数回実施することで理解が深まったという報告が

あったが、それに対して講師側からはどのような反応があったのか。具体的な声や様子を教えてほしい。

　京都府立福知山高等学校および京都府立北桑田高等学校による、総合的な探究の時間を中心と

した高大連携の取組には、いずれも「探究活動を高度化させる」という共通の目的がある。しかし、

その高度化のあり方には大きな違いが見られる。

　府立福知山高等学校では、大学教員による特別講義や発表会での助言にとどまらず、普段の総

合的な探究の授業時間に大学教員が直接高校を訪れて指導したり、生徒と大学教員がオンライン

で継続的にやり取りしたりする体制を整えている。これにより、生徒は専門的で細やかな指導を受

けることが可能となり、学問への興味が深化し、探究の質的向上が実現している。

　一方、府立北桑田高等学校では、少人数の生徒を対象に、大学教員が身近なテーマで特別講義

を行うことで、生徒の興味・関心を喚起している。また、高校教員が大学教員から授業計画や実践

について助言を受けることで授業改善にも取り組み、高大連携の効果を生徒だけでなく教員にまで

広げることに成功している。

　両校に共通しているのは、連携の目的や生徒の興味・既習内容などについて丁寧に情報共有を行

い、定期的に振り返りの場を設けるなど、高校と大学の教員が密にコミュニケーションを図っている

点である。今回の分科会でも、効果的な高大連携を進める上で、このコミュニケーションこそが鍵で

あることが改めて確認された。

　しかし、こうした成果がある一方で、依然として課題（モヤモヤ）は残されている。具体的には、

コーディネーター不在によって生徒と大学教員のマッチングが難しいことや、探究活動の深化が生

徒の希望進路の実現とどのように関連しているのかが不透明であることが挙げられる。今後は、高

校と大学が協力関係をさらに強固にしつつ、探究活動をより深めるために、有効な高大連携の形を

引き続き模索していく必要がある。
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